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The schema of living with the illness on families of a youth Parkinson’s disease patients
－the active expressive field of the schema－
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ケース 患者の概要 (病歴) ヤール重症度分類(面接時点) 病者との続柄 (年齢)
1 男性／40歳代 (15年) Ⅳ 妹 (30歳代)
2 男性／50歳代 (15年) 不明 姉 (60歳代)
3 男性／50歳代 (13年) Ⅲ 妻 (50歳代)
4 女性／40歳代 (６年) Ⅲ 夫 (50歳代)
5 男性／60歳代 (19年) Ⅲ 妻 (50歳代)
6 男性／60歳代 (11年) Ⅲ 妻 (50歳代)
7 男性／50歳代 (11年) Ⅲ 妻 (50歳代)
8 女性／60歳代 (17年) 不明 夫 (60歳代)





































































































































































































たので (case2)｣ というように､ 今まで病気
を知らず健康であったという歴史を有してい




































ることが｡ 要領が解ってるやん｡ で､ 仕事の
方は同じことやからまあ､ みんなもよう話も
出来るし､ 病気自体は話できへんけど､ 気が
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